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ｎｓ     （１） 
sinθ2= ｉｎ sinθ1    （２） 
θ2=sin-1 ( ｉｎ sinθ1)    （３） 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ω0:微小 ω0 :一定方向 ω0 :大



















































































































































θC    （４） 
 
  Cθ ：パンニング検出時のカメラ本体レンズユニットとの相対角度 
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振れ抑制後の出力波形を示している。1 Hz で 15 dB の抑制率が得られている。図７
３（c）は、スプリングのダイナミックスによる外乱負荷が存在する場合の、同じ出力



































































































































































































































   Ｆi＝ｍ・ｄｖ／ｄｔ＝ｍ・ｖ0・ω・ｃｏｓ（ωｔ） ・・・・ （１） 
 これと４．２節の式（５）の変形 

































































































































































































































































































































































15mAp-p出 力 リ ッ プ ル
15mV/°/s±10以下感 度
DC±4.5±0.1V10mA（typ）使 用 電 圧 、 電 流
-20～70℃保 存 温 度 範 囲
30～90％RH使 用 湿 度 範 囲



































































































































































































































































































































































































































































































 ６．３ 本研究で提案した技術のその後の実用化状況 
 





































































































































































































 ６．４ 本研究の中で検討のみ行った技術のその後の実用化状況 
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 このＢＣＡは１９９６年１月にＤＶＤの規格作成団体である DVD Forum１）に提案され
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 I16n-8    I16n-7       I16n-6    I16n-5 





 C 0, 0   C 1, 0   C 2, 0   C 3, 0                
ECCBCA 
 
 C 0, 3   C 1, 3   C 2, 3   C 3, 3 














































 EDCBCA(x) = IBCA(x) mod G(x) , 
 















 RBCAj(X)= S Cj, i･X3-i   , 
 
 






 RBCAj(X) = IBCAj(X) mod GpBCA(X)  , 
 




 Gp (x) = x











































Fixed Pattern Sync Code Sync   
Byte  
 / Resync ( Channel bit ) 
C 15 C 14 C 13 C 12 C 11 C 10 C 9 C 8 
0 1 0 0 0 1 1 0 
b 3 b 2 b 1 b 0 
RS 
RS 
RS 0 1 0 0 0 1 1 0 i 





( Data bit ) 
0 0 0 0 
0 0 0 1 
0 0 1 0 
1 1 1 1 
0 1 0 0 0 1 1 0 






































































n=1,2, 3 or 4
(I    +I    )214H



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































BCA disc Standard disc
Life test condition : 96H, 70℃ , 95%























































































































































































































































































































































































































































































































































Byte Size of BCA (Byte)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































How  to use Serial Number in BCA
A single password enables the description of  




























































































































































































































































































































有のディスク ID が工場で予め記録されている。記録する場合はＢＣＡからディスク ID、
例えば№１を再生し、このディスク ID から暗号タイトル鍵を生成しこの鍵から暗号鍵を
生成し、この暗号鍵を用いてデジタル放送で受信したデジタル映像信号を暗号化する。こ
                                                 











ィスクを再生する場合、まず BCA領域からディスク ID を再生し、記録時と同様の手続き

















































































































































































































                                                 
１） 既存の光ヘッドで再生可能なデータをＲＯＭディスクに記録したのは本研究が世界初
である。 
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１） マルコーニ(Gugliemo Marconi：1874-1937)イタリア。「無線の父」と呼ばれている。 
２） ド・フォレスト（Lee de Forest：1873-1961）米国。 
３） リーヴィス（A.H. Reeves）英国。 
４） シャノン（Claude Elwood Shannon：1916-2001）米国。「情報理論の父」と呼ばれて
いる。 
５） OFDM:Orthogonal Frequency Division Multiplexing 
６） ＡＴＳＣ：Advanced Television System Committee デジタルＴＶ規格制定のための
国際的組織 
７） ＶＳＢ：Vestigial Side Band 
８） ＤＶＢ-Ｔ：Digital Video Broadcasting Terrestrial 
















































































                                                 
１） Richard Citta：Zenith 社の技術者、米国では８VSBトレリス方式の発明者とされて
いる。しかし筆者が２年早く特許出願しているため彼は真の発明者ではない。 

































































は欧州方式ではＴＰＳ（Transmission Parameter Signaling data system）、日本方式















                                                 
１） ＯＦＤＭ：Orthogonal Frequency Division Multiplexing 
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図３０６ 地上波デジタルＴＶ放送規格化における本研究の位置づけ 







































































































                                                 
１） ＩＳＤＢ－Ｔ：Integrated Services Digital Broadcasting-Terrestrialの略で日本のＡ
ＲＩＢが作成。 
図３０７（ａ） 日本方式地上波デジタルＴＶ放送の階層伝送および部分受信 


















































‘06 年 6 月までに開始 
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3   （１） 
 
サブチャンネル-2 の誤り確率も同様に、 




































r     （４） 
 




















1    （５） 
 




























サブチャンネル-1 の誤り率 Pe1-36 は、 
 



















1r   （７） 
 
となり、サブチャンネル－２の誤り率 Pe2-36 は、 
 

















































































































































































































































































































































































































































































r0 ((S 2+1)r0, θ0)

































































































First Shift Factor : S1
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channel 7 to 13
EPR=0 dB
図３２５ 標準ＱＡＭとハイブリッドＮＵ-ＱＡＭの受信エリアの比較（Ｓ１＝1.8） 
70 60 50 40 30 20 10 0 10 20 30 40 50Ｌ(miles)


















5dB C/N36- U-QAM(D1-1)  65.8miles (Hybrid NU-QAM) 
10dB C/N36-NU-QAM(D1-2)  59.8miles
20dB C/N36-NU-QAM(D2)    47.8miles
NU-QAM(S1=1.8)
16.5dB C/N36-QAM  52miles
12.5dB C/N16-QAM  56.8miles
Standard QAM
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16.5dB C/N36-QAM  52miles
















(Hybrid NU-QAM)2.5dB C/N36-NU-QAM(D1-1)  70.4miles 
7.5dB C/N36-NU-QAM(D1-2)  62.8miles
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